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国体の情報については、大会ホームページ（http://fukui2018.pref.fukui.lg.jp/）より、ご覧ください。 

※Facebookにおいても情報発信を行っています。「ふくおかスポネット」で検索してご覧ください。 

【発信元】福岡県立スポーツ科学情報センター スポーツ推進課 企画情報係 

  

   石原愛依選手 連日の第２位！ 
 競泳第２日目の１６日。 

 昨日少年女子A２００ｍ平泳ぎで２位に入った石原愛依選手（柳川高校）が、好調を 

キープし、少年女子A４００ｍ個人メドレーで決勝に出場。２位入賞と活躍し、本県応 

援団からも大歓声が沸き上がった。 

 石原選手は、「２００ｍ平泳ぎでは、２位になれると思っていなかったので、すごく嬉 

しかった。ジュニアエリートＡ（中高生でジュニアエリートA記録以上を突破した選手）の 

記録を０．２秒切れなかったのでそれは悔しい」と、喜びと課題を口にした。 

 また、少年男子B１００ｍ背泳ぎでは、小鶴皓大選手（東福岡高校）が３位入賞。少年 

男子A１００ｍ自由形では、中杉勇斗選手（常磐高校）が４位入賞、少年男子Bの４× 

１００ｍメドレーリレー（小鶴皓大・後藤旭登・伊東翼・小山陽翔）が４位入賞と、昨日からの好調を維持している。 

 この２日間での本県競泳チームの競技得点は４８点となり、すでに昨年を大きく上回った。どこまで得点を伸ば

せるか、明日の最終日が楽しみである。 

 

   クレー射撃競技は、１６日に第３ラウンドが終了。現時点での順位は、スキート競技が６位タイ（１８３ポイン

ト）、トラップ競技は順位を落とし７位（１８７ポイント）となり、いよいよ最終第４ラウンドを迎える。残すところは、１

人２５発のみ。上位１４位までの都道府県が９ポイント差であり、本県チームの底力に期待がかかるところである。 

 クレー射撃競技別天皇杯争いにおいては、岡山県（計３８６ポイント）に１６ポイント差に広げられたが、２位を

キープ（３７０ポイント）。しかしながら、３位群馬県、４位岐阜県、５位福井県、６位和歌山県と、僅差でひしめき

合っていることから、最後の最後まで予断を許さない戦いが続く。 

競技別総合成績 現在２位 上位入賞に期待  

吉澤有馬選手・次の高飛込に想いを込めて！ 
 １６日、金沢市で行われた水泳競技（飛込）において、吉澤有馬選手（福山平

成大学１年）が出場した。初めての成年種別出場となった吉澤選手は、本日の

飛板飛込では、残念ながら１５位という結果であった。 

 試合後、竹川監督は、「吉澤選手の調子が良すぎて、噛み合っていなかった。

普段通りにできれば、（明日は）必ず結果がついてくるはず」と語った。 

 吉澤選手は「明日は入賞を目指す」と笑顔で答えるも、これまでの試合を振り

返り、すでに試合のイメージをつくっている様子が伺えた。 

 明日は昨年の愛媛国体において少年種別で４位に入賞した高飛込に出場す

る。いつも通りのパフォーマンスにより、昨年以上の笑顔を期待したい。 
【演技前の吉澤選手】 

 競泳第２日目の１６日には、昨日２００ｍ平泳ぎで２位

に入った石原愛依選手（柳川高校）が、少年女子A４００

ｍ個人メドレー決勝でも２位入賞。本県応援団からも大

歓声が上がった。 

 石原選手は、「 」と、喜びと課題を口にした。 

 また、少年男子B１００ｍ背泳ぎでは、小鶴皓大選手（東

福岡高校）が３位入賞。少年男子A１００ｍ自由形では、

中杉勇斗選手（常磐高校）が４位入賞、少年男子B４×１

００ｍメドレーリレー（小鶴皓大・後藤旭登・伊東翼・小山

陽翔）が４位入賞と、昨日からの「良い流れ」を維持して

いる。 

 この２日間での本県競泳チームの競技得点は４８点と

なり、すでに昨年を大きく上回った。どこまで得点を伸ば

せるか、明日の最終日が楽しみである。 

○インターハイで負けたので国体で優勝できて福岡県に

貢献できて嬉しかった。 

○明日もメドレーリレーがあり、少年では最後になるので

必ず決勝に残って良い結果で追われるように頑張りたい。 

○インターハイでなくジュニアパンパシに出場したので、

今年は日本で戦えてなかったので福岡県として日本で戦

える大会なのですごく楽しみな大会でした。 

☆2位は満足？ 

○４００ｍはタイムが伸びなかったので悔しい。 

☆今後の目標 

○来年は先輩方が抜けて、3年生になるので、熊本イン

ターハイと国体の2冠を達成したい。 

 

【好調キープの石原選手】 

現地情報 

「福岡と比べて、朝晩の寒暖の差が激しく、日によって日中の気温差が激しいので、事前に気象情報を確認して、

対策をとることが望ましい。」と会期前競技を終えた監督や選手は語った。25日(火)からスタートする自転車競技選

手団にエールを送る姿から、自競技のことだけではなく、TEAM福岡として戦っている姿に触れ、目頭が熱くなった。 


